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⑦開港前夜
（昭和49～53年）

未
来
の
国
際
文
化
都
市
の
建
設
を
目
指
し
て

昭
和
29
年
、
観
光
と
農
業
の
ま
ち
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歩
み
出
し
た
成
田
市
は
、

空
港
建
設
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
例
を

見
な
い
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
前
に
し
、

10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

成
田
市
基
本
構
想
を
公
表

急
激
な
社
会
の
変
化
と
都
市
化
に
よ
っ

て
、
都
市
施
設
の
不
足
、
生
活
環
境
の

悪
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。

昭
和
50
年
４
月
、
再
選
を
果
た
し
た

長
谷
川
市
長
は
、
か
ね
て
か
ら
提
唱
し

て
い
た「
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
推
進
す
る
た
め
に
、
10
年
後
の
ふ

る
さ
と
ビ
ジ
ョ
ン『
成
田
市
基
本
構
想
』

を
公
表
し
ま
し
た
。

①
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
、
②
人
間
性
を
尊
重
す
る
郷
土
づ

く
り
、
③
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
都

市
づ
く
り
の
三
つ
を
柱
と
し
て
、「
本
当

に
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
永
く
住
み
た
い
」と
誇
れ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
の
で
す
。

独
居
老
人
・
老
人
世
帯
を
対
象
に
ス

タ
ー
ト
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の

拡
充
、
巡
回
入
浴
車
「
や
す
ら
ぎ
号
」

で
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
に
お
風

呂
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

福
祉
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
後
半「
ご
み
戦
争
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

ご
み
の
収
集
方
法
や
処
理
問
題

は
、
行
政
の
取
り
組
み
の
中
で
も
大
き

な
比
重
を
占
め
、
市
で
は
清
掃
問
題
研

究
委
員
会
の
設
置
や
分
別
収
集
の
徹
底

を
推
進
し
ま
し
た
。

年
々
増
え
続
け
る
ご
み
は
、
50
年
代

に
入
る
と
１
日
50
ｔ
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
新
焼
却
場
は
、

総
工
費
16
億
円
、
１
日
72
ｔ
の
ご
み
を

無
公
害
に
焼
却
す
る
近
代
的
施
設
で
、

昭
和
53
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
た
な
環
境
施
設
の
整
備

い
ず
み
清
掃
工
場
の
建
設 寝たきり老人にお風呂サービス（昭和

49年）

限界になった吉倉のごみ焼却場
（昭和47年）

昭和47年から始められたホームヘル
パー制度現在のいずみ清掃工場

完成した4千ｍ滑走路と空
港ターミナルビル（昭和49
年12月撮影）

市民文化の殿堂、成田
国際文化会館（昭和50
年3月）



施
す
べ
き
対
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
航
空
機
騒
音
は
指
定
区
域

に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
、
騒
音

区
域
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
が
出

さ
れ
る
な
ど
不
満
は
根
強
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
53
年
９
月
に
は

空
港
周
辺
の
既
存
の
民
家
に
対
す
る
全

室
防
音
工
事
を
国
が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

懸
案
と
な
っ
て
い
た
暫
定
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
工
事
な
ら
び
に
航
空
機
燃
料
を
鹿

島
港
と
千
葉
港
か
ら
鉄
道
に
よ
っ
て
輸

送
す
る
暫
定
輸
送
問
題
は
、
昭
和
50
〜

52
年
に
か
け
て
、
国
・
県
・
関
係
市
町

村
と
の
間
で
安
全
対
策
な
ど
の
協
議
が

ま
と
ま
り
解
決
。
ま
た
、
52
年
２
月
に

は
成
田
市
が
国
と
空
港
公
団
に
提
出
し

た
空
港
ア
ク
セ
ス
対
策
、
騒
音
対
策
、

財
源
対
策
な
ど
45
項
目
に
わ
た
る
要
望

書
も
大
筋
で
合
意
に
達
し
、
開
港
ム
ー

ド
は
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

７
月
、
市
消
防
本
部
は
暫
定
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
完
成
検
査
証
を
空
港
公
団
に

交
付
し
、
国
鉄
成
田
駅
の
橋
上
駅
舎
工

事
や
成
田
駅
か
ら
51
号
線
を
結
ぶ
ア
ク

セ
ス
道
路
建
設
着
手
な
ど
開
港
の
諸
条

件
が
整
い
、
政
府
は
53
年
３
月
30
日
の

開
港
を
決
定
し
た
の
で
し
た
。

目
前
に
迫
っ
た
開
港

9

空
港
問
題

財政援助を求める長谷川市長（昭和50年7月23日）

昭
和
47
〜
48
年
に
か
け
て
空
港
建
設

第
１
期
工
事
の
主
要
施
設
は
ほ
ぼ
完
成

し
、
空
港
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
一
番

の
心
配
は
航
空
機
の
騒
音
問
題
で
し
た
。

当
時
、
既
存
の
空
港
周
辺
で
は
騒
音
問

題
に
関
す
る
住
民
運
動
や
訴
訟
が
相
次

ぐ
な
ど
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国

や
県
、
市
で
も
公
共
施
設
や
民
家
の
防

音
対
策
は
、
山
積
す
る
空
港
問
題
の
中

で
も
最
重
要
施
策
で
し
た
。

市
内
で
は
、「
騒
防
法
」に
基
づ
き
騒
音

地
区
の
小
中
学
校
を
防
音
校
舎
に
す
る

改
築
工
事
が
46
年
か
ら
始
ま
り
、
翌
年

騒
音
対
策
は

行
政
の
最
優
先
事
項

に
は
民
家
防
音
工
事
の
助
成
な
ど
を
行

う
対
策
を
進
め
る
一
方
、
空
港
に
関
す

る
問
題
を
早
急
に
処
理
す
る
た
め
に
空

港
対
策
室
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

長
谷
川
市
長
な
ど
地
元
代
表
は
、
昭

和
50
年
７
月
23
日
、
首
相
官
邸
に
三
木

武
夫
総
理
大
臣
を
訪
ね
、
空
港
建
設
に

伴
う
諸
施
設
の
整
備（
民
家
の
防
音
工
事

補
助
金
、
防
音
校
舎
・
騒
音
地
域
の
共

同
利
用
施
設
の
建
設
）な
ど
の
騒
音
対
策

費
の
支
出
は
、
市
の
財
政
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
し
て
、
国
の
財
政

援
助
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

運
輸
省（
現
国
土
交
通
省
）は
、
昭
和

51
年
、
４
千
ｍ
滑
走
路
周
辺
地
域
に
つ

い
て
予
測
騒
音
コ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

「
う
る
さ
さ
の
指
数
」を
示
し
、
第
一
種

〜
三
種
の
騒
音
区
域
の
指
定
を
行
い
ま

し
た
。
市
内
で
は
５
２
５
戸
が
対
象
と

な
り
、
こ
の
結
果
、
第
三
種
区
域
は
移

転
補
償
お
よ
び
土
地
の
買
い
入
れ
と
緑

地
帯
な
ど
の
整
備
、
第
二
種
区
域
は
移

転
補
償
お
よ
び
土
地
の
買
い
入
れ
、
第

一
種
区
域
は
防
音
工
事
の
助
成
を
行
う

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
お
い
て
実

騒
音
区
域
の
決
定

財
政
援
助
を
強
く
要
望

コンクリートプレハブ防音家屋
成田駅から国道51号線を結ぶアクセ
ス道路の工事（昭和52年）

ＹＳ11型機「ちよだ号」による管
制システムのテスト飛行（昭和52
年5月7日）

テスト飛行時の騒音測定
（昭和52年）

防音校舎第１号となった三里塚小
学校（昭和46年10月）


